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 令 和 ７ 年 １２月１８日 

（２０２５年） 

保護者のみなさま 
吹田市立豊津第一小学校 

校 長       西 岡   孝 
 

 

令和７年度 全国学力・学習状況調査の分析について 

 

本年度、６年生を対象として「令和７年度全国学力・学習状況調査」が実施され、８月末に個人ごとの

結果をお返ししました。また今回実施した調査結果等は吹田市ホームページに公表しております。 

この調査は小学校の最終学年のみを対象とした調査であり、教科も国語・算数・理科に限られており

ます。また、測定されたものは学力の一部であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。そのこと

を踏まえつつ、調査によって得られた課題を明らかにし、その改善に全力を注ぐことが、調査本来のねら

いであると考えています。 

対象となった６年生には、よりきめ細かな指導ができるよう取り組みを進めるとともに、学校全体として

課題に応じた学力向上につながる具体的な指導方法の工夫改善も図ってまいります。各ご家庭におか

れましても、以下の分析結果を、今後の参考にしていただきますようお願いいたします。 

 

１ 教科に関する調査の分析 

  

（１） 国語《概要》 

平均正答率は全国値をやや下回る結果となった。 

 

● 国語《各領域における成果と課題、指導改善のポイント》 

知識及び技能 

言葉の特徴や使い方に関する事項 

・「漢字を文の中で正しく使うことができるか」は、２問中１問は全国値より下回り、無回答率も高かっ

た。 

情報の扱い方に関する事項 

 ・「情報と情報の関係付けや、図の中にある語句と語句の関係の表し方を理解すること」は、全国値よ  

り下回っている。 

  我が国の言語文化に関する事項 

・「時間の経過による言葉の変化や世代により言葉の違いに気づく」は、全国値より下回っている。 

 

思考力,判断力,表現力等 

    話すこと・聞くこと 

    ・「相手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめる」は全国値より上回っている。 

・「自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉える」は全国値より下回っている。 
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   書くこと 

・「図表などを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する」の選択式の問題では、全国

値より上回っていた。 

・「目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し

方を工夫する」記述式の問題では、全国値よりやや下回っていた。 

読むこと 

・「目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見つける」選択式の問題で

は、全国値より上回っていた。しかし、無回答率が全国値より高かった。また、同じ出題の趣旨の記

述式の問題では、全国値より下回り、無回答率も高かった。 

 

●国語科における成果と今後の改善点について 

今回も全国学力・学習状況調査の問題形式は、選択式、短答式、記述式の３種類が出題され

ていました。 

選択式や短答式では、全国値より上回っている設問が多く、良好な結果でした。しかし、記述式

の設問では、全国値より下回っており、無回答率も全国値より高い結果となりました。 

また、思考・判断・表現力を問われる設問で、意図に応じて話の内容を捉えたり、文章と図表な

どを結び付けながら読んだりすることに少し苦手意識があることが分かりました。 

 今後、児童には、「話すこと」「書くこと」「読むこと」において、必要な情報を見つけたり、内容

を的確に捉えたりすると同時に、自分の考えを持つことができるよう授業を進めていくことを大切

にしていきます。さらに、書くことに抵抗がなくなるよう、日々、自分の考えを書く活動を取り入れて

いきます。 

 

（２） 算数《概要》 

       全体的に見ると全国値とやや上回る結果となった。 
 

 ●算数≪各領域における成果と課題、指導改善のポイント≫ 

知識及び技能 

 数と計算 

・小数の加法については全国値を上回っている。一方、分数の仕組みは全国を下回り、 

異分母の分数の加法については全国をやや下回っている。  

 図形 

 ・「図形」は、ほぼ全国値と同じ。 

 測定 

 ・「測定」は、ほぼ全国値と同じ。 

 データの活用 

 ・グラフの読み取りは全国値を上回っている。表の読み取りは全国をやや下回っている。 
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今回も全国学力・学習状況調査の問題形式は、選択式、短答式、記述式の３種類が出題されてい

ました。結果としては、全体で見ると、全国値に比べてやや上回る結果となりました。 

「測定」は特に成績が良く、数量の読み取りや、目盛りを正確に読み取ることができています。「デー

タの活用」「図形」においても、全国値と比べて正答率が平均または上回る結果となり良好でした。 

一方で、「分数」においては、「知識・技能」と「思考・判断・表現」の両面で、全国値と比べて正答率

が下回っているものが多い結果となりました。 

今回の結果から、分数について以下の課題が見つかりました。 

①加法について、共通する単位分数を見出すこと。 

②加数と被加数が、共通する単位分数の幾つ分かをとらえること。 

③異分母の加法の計算方法（通分の間違い） 

 この結果より、3/4が 1/4の幾つ分など分数の仕組みや、最小公倍数の求め方や通分の方法を復

習し、定着させる必要があることがわかりました。 

思考力、判断力、表現等 

 数と計算 

・資料から必要な数値を選び立式する問題は全国値をやや下回っている。 

・単位分数の問題は全国を下回っている。 

 図形 

  ・面積を求める問題で全国値をやや下回っている。 

 測定 

  ・全国値を上回っている。 

 変化と関係 

 ・全国値と同じか上回っている。 

 データの活用 

   ・全国値を上回っている。 

   

  ●算数科における成果と今後の改善点について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 理科《概要》 

大阪府値をやや上回り、良好な結果でした。 

 

●理科《各領域における成果と課題、指導改善のポイント》 

知識及び技能 

「エネルギー」・「粒子」を柱とする領域 

・「電気回路のつくり方の正しい実験方法を考える」では、大阪府値を上回っている。 

・「電磁石の強さは巻き数によって変わる」では、やや上回っている。 

・「乾電池の直列つなぎに関する知識」は、ほぼ同じである。 

・「水の温まり方における問題解決のための実験方法の検討」では、上回っている。 

・「水が氷に変わる温度を根拠に、海の氷の面積が減少した理由を考える」では、上回っている。 

・「水の温度による体積の変化を根拠に海面水位の上昇を予想する」では、上回っている。 
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・「電気を通すか、磁石に引き付けられるか、それぞれの金属の性質」では、下回っていて、最も 

正答率が低い。 

「生命」を柱とする領域 

・「顕微鏡を操作し、適切な像にするための技能」では、上回っている。 

・「ヘチマの花のつくりや受粉についての知識」では、下回っている。 

・「発芽の必要な条件について、実験の条件を制御した解決方法」では、やや下回っている。 

・「発芽の結果から、新たな問題を見いだし、表現する」では、下回っている。 

「地球」を柱とする領域 

・「土の大きさ水のしみこむ時間の違いを調べる実験の条件」では、大きく上回り、最も正答率が高い。

・「温度によって水の状態が変化（蒸発、結露）する知識」では、上回っている。 

・「中くらいの粒の土に水がしみこむ時間の予想とその理由」では、やや下回っている。 

・「陸から海へ流れる水の行方と関連付けているもの」では、下回っている。 

 

●理科における成果と今後の改善点について 

全体の平均正答率としては、大阪府値をやや上回り、全国値とほぼ同じ結果でした。 

大阪府全体では、「地球」を柱とする領域について、土の粒の大きさによって水のしみ込み方に違

いがあることについては概ね理解しています。 一方、乾電池のつなぎ方や、水の蒸発・結露など理科

に関する基礎的・基本的な知識・技能の習得に課題があると分析されていますが、本校でも同様の

傾向がみられる部分があります。 

これは、本校がタブレットを活用し、インターネット上の多様な情報に触れることや、観察実験したク

ラスメイトとの実体験が関係していると思われます。 

今後の改善点としては、実験や観察したことについて、図に整理したり関連する用語をノートにまと

めたりして、記述する力を高めていきます。また、理科の学習で学んだことを、日常生活で起こることや

身の回りのものと関連付けて、知識や技能の理解をより深めていきます。 

 

２ 生活習慣や学習環境等に関する調査の傾向 

全国値を上回り、良好な結果でした。 

・「国語・理科の勉強は好きですか」の肯定的回答がすべて全国値を上回っている。 

・「国語・算数の授業内容はよくわかりますか」の肯定的回答は全国値を上回っている。 

・「算数の勉強は好きですか」の肯定的回答は全国値を下回っている。 

・「算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できていますか」の肯定的回答が全国値 

を上回っている。 

・「５年生まで受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料

や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していましたか」の回答は全国値を上回っている。 

・「自分には、よいところがあると思いますか」、「学校に行くのは楽しいと思いますか」、「先生は、あな

たのよいところを認めてくれていると思いますか」の肯定的回答が全国値を上回っている。 

・ 「将来の夢や目標を持っていますか」の肯定的回答が全国値を下回っている。 

・「学校の授業時間以外に、月曜日から金曜日、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（塾や
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家庭教師、インターネットの活用も含む）」で「３時間以上や２時間以上３時間より少ない」の回答

は全国値を大きく上回っている。 

・「あなたの学級では、学校生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよさを生かし

て解決方法をきめていますか」の肯定的回答は全国値を大きく上回っている。 

・「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」、「人が困っているときは、進んで助けていますか」の

肯定的回答は全国値を下回っている。 

・「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」の肯定的回答は全国値を下回って

いる。 

・「地域や社会をよくするために何かをしてみたいと思いますか」の肯定的回答は全国値を上回って

いる。 

・「朝食を毎日食べていますか」、「毎日、同じくらいの時刻に起きていますか」の肯定的回答は全国

値を上回っている。 

 

３ 今後の取り組み 

   教科の学習について、「国語・理科の学習は好き」という回答に昨年からの改善が見られ、「算数で

学んだことを生活に活用している」の項目がよい結果であったことは、授業づくりの大きな成果だとい

えます。一方で「算数の学習は好き」という回答が伸びなかったところに課題が残りました。自分で考

えたい、そして、考えたことを伝えたいと思える授業づくりに引き続き取り組んでまいります。 

今年度から国語科で、伝え合う活動を通して、読む力を育てることを目指して研究を進めています。

子どもの主体的な活動で、すべての教科に共通する言語力を育てていくことを目指しています。 

  「自分には良いところがある」の回答が大きく改善され自己肯定感が育っていることは喜ばしいことで

す。「先生はよいところを認めてくれる」についても高い結果となりました。何より「学校が楽しい」につ

いての回答が高かったことは、大変うれしく思います。 

「学級で話し合い、互いの良さを生かして解決方法を決めている」が全国値を大きく上回っているこ

とにも関係していると考えます。しかし、「人の役に立つ」、「人が困っているとき進んで助ける」「いじ

めは、どんな理由があってもいけないこと」が全国値を下回っていました。 

学校は教科学習だけでなく、人との関わり合いの中で、数字では表せない力もつけていくところで

す。身の回りの出来事を自分事として捉え、自らが進んで行動していくことが大切です。学校行事や

学年・学級での、日常の学校生活の中で、子ども同士の関わりを大切にし、さらに力を伸ばしていける

ように取り組んでいきます。 

   生活習慣について、特に「朝食」や「起床」についての回答からは、規則正しい生活を送れているこ

とから家庭での良い環境がうかがわれます。また、「地域や社会をよくしたい」の回答が高いことは、

地域の中で、健全に育っていることの証ではないかと考えます。家庭や地域の中で包まれて育つ「とよ

いちっ子」の様子が表れています。ありがとうございます。 

   今回の調査の結果から見えてきたことを、今後の教育活動に生かし、よりよい豊一小をつくるために

職員一同力を尽くしてまいります。今後ともご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

     


